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じ
　

め
　

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ル
ゲ

　
復
興
突
厥

(
ま
た
は
突
厥
第
二
可
汗
国
)
の
第
三
代
可
汗
、
眦
伽

(開
元
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ヨ
ル
　テギ
ソ

〔七

一
六
〕
～
二
十
二
年

〔七
三
四
〕
在
位
)
が
書
い
た
闕
特
勤
碑
文
は
、
北
方

遊
牧
民
族
と
し
て
は
じ
め
て
独
自
の
文
字
を
持

っ
た
突
厥
人
が
建

て
た
碑
文
と
し

て
著
名
で
、
最
古
の
ト
ル
コ
文
学
と
し
て
、
ま
た
北
ア
ジ
ア

・
中
央
ア
ジ
ア
の
民

族

・
風
習
を
解
明
す
る
上
で
の
第

一
次
史
料
と
し
て
、
ト
ム
セ
ン
の
解
読
以
来
今

日
に
至
る
ま
で
、
歴
史
学
、
民
族
学
、
言
語
学
等
の
様
々
な
角
度
か
ら
考
察

・
検

討
を
加
え
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
の
眦
伽
の
碑
文
と
同
じ
碑
石
に
は
、
唐
の
玄
宗
が
自
ら
撰
文
書
写
し
た
碑
文

が
刻
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の

「
玄
宗
の
碑
文
」
は
眦
伽
の
突
厥
銘
文
ほ
ど
有
名
で

は
な
い
。
玄
宗
の
碑
文
は
闕
特
勤
碑
文

の
漢
文
面
と
呼
ば
れ
、
突
厥
文
字
を
解
読

す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
さ
ぐ
る
た
め
に
発
見
当
初
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
突
厥
文
字
解
読
後
は
研
究
対
象
が
突
厥
文
に
の
み
集
中
し
た
せ
い
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

っ
て
、
研
究
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ

っ
た
。
闕
特
勤
碑
文
の
建
碑
に
際
し

て
玄
宗
自
ら
が
筆
を
ふ

る

っ
た

こ
と

は

『
旧
唐
書
』
巻

一
九
四

・
突
厥
伝
に
見

え
、,

　
　
開
元
二
十
年
、
闕
特
勤
死
す
。
金
吾
将
軍
張
去
逸
、
都
官
郎
中
呂
向
に
詔
し

　
　
て
璽
書
を
齎
し
蕃
に
入
り
て
弔
察
せ
し
む
。
拜
せ
て
為

に
碑

を
立

て
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つく

　
　
上
、
自
ら
碑
文
を
為
る
。
な
お
、
祠
廟
を
立
て
、
石
を
刻
み
て
像
を
為
り
、

　
　
四
壁
に
そ
の
戦
陣
の
状
を
画
く
。

と
あ
る
。
従

っ
て
、
玄
宗
の
碑
文
は
唐
側
の
外
交
姿
勢
を
反
映
し
た
外
交
文
書
に

対
応
す
る
第

一
次
史
料
と
し
て
も
活
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
は
、
ま
ず
第

一
章
で
玄
宗
の
碑
文
の
全
文
を
紹
介
し
本
論
と
関
連
す
る
部

分
に
注
釈
を
加
え
、
第
二
章
で
碑
文
に
見
ら
れ
る
唐
の
外
交
姿
勢
を
考
察
し
、
最

後
に
第
三
章
で
碑
文
を
通
し
て
見
え
る
当
時
の
東
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
の
情
勢

を
、
唐
、
突
厥
、
吐
蕃
三
国
の
外
交
関
係
の
推
移
を
基
軸
に
考
察
し
て
み
た
い
。

一　

闕
特
勤
碑
文
の
注
釈

　
本
章
で
は
玄
宗
の
碑
文
に
何
が
記
さ
れ
て
い
る
か
を
判
読
し
注
釈
を
加
え
た
い

と
思
う
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
注
釈
は
以
下
の
論
考
に
関
わ
る
箇
所
の
み
を
取
り

あ
げ
る
。
な
お
、
玄
宗
の
碑
文
は
京
都
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
所
蔵
の
闕
特

勤
碑
文
漢
文
面
の
拓
本
よ
り
移
録
し
た
。

彼
蒼
者
天
网
不
覆
熹
天
人
相
合
寰
寓
大
同
以
其
氣
隔
陰
陽
是
用
別
為
君
長
彼
君
長
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史 窓

者
本
口
口
口
/
裔
也
首
自
中
国
雄
飛
北
荒
來
朝
甘
泉
願
保
光
祿
則
恩
好
之
深
舊
矣

泊

我
高
組
之
肇
興
皇
業
/
太
宗
之
遂
荒
帝
載
文
教
施
於
八
方
武
功
成
於
七
徳

彼
或
變
故
相
革
榮
號
迭
稱
終
能
代
口
口
口
口
/
修
邊
貢
爰
逮
朕
躬
結
為
父
子
使
寇

虐
不
作
弓
矢
載
嚢
爾
無
我
虞
我
無
爾
詐
邊
鄙
之
不
口
口
君
之
/
頼
歟
君
諱
闕
特
勤

骨
咄
祿
可
汗
之
次
子
今
芯
伽
可
汗
之
令
弟
也
孝
友
聞
於
遠
方
威
口
懾
口
口
俗
/
斯

豈
由
曽
租
伊
地
米
施
匐
積
厚
徳
於
上
而
身
克
終
之
祀
骨
咄
祿
頡
斤
行
深
仁
於
下
而

子
口
口
口
/
不
然
何
以
生
此
賢
也
故
能
承
順
友
愛
輔
成
規
略
北
燮
眩
雷
之
境
西
隣

處
月
之
郊
尊
撹
黎
之
口
口
/
受
屠
耆
之
寵
任
以
親
我
有
唐
也
我
是
用
嘉
爾
誠
續
大

開
恩
信
而
遙
圖
不
騫
促
景
俄
蠱
永
言
悼
惜
/
疚
于
朕
心
且
特
勤
可
汗
之
弟
也
可
汗

猶
朕
之
子
也
父
子
之
義
既
在
敦
崇
兄
弟
之
親
得
無
連
類
倶
/
為
子
愛
再
感
深
情
是

用
故
製
作
豐
碑
發
揮
遐
壌
使
千
古
之
下
休
光
日
新
詞
日
　
　
　
　
　
　
　
/
沙
塞

之
國
丁
零
之
郷
雄
武
鬱
起
于
爾
先
王
爾
君
克
長
載
赫
殊
方
爾
道
克
順
謀
親
我
唐
孰

謂
若
人
/
网
保
延
長
高
碑
山
立
垂
裕
無
疆

【訓
読
】

彼
の
蒼
な
る
も
の
は
天
、
覆
熹
せ
ざ
る
は
な
し
。

天
人
あ
い
合
し
寰
寓
大
同
な

り
。
そ
の
気
を
以
て
陰
陽
を
隔
て
、
こ
こ
を
以
て
別
れ
て
君
長
と
為
る
。
彼
の
君

　
　
　
　
　
　
　

　

長
は
も
と

〔夏
后
氏
〕
の
裔
な
り
。
首
に
中
国
よ
り
北
荒
に
雄
飛
し
甘
泉
に
來
朝

す
。
光
祿
を
保
た
ん
こ
と
を
願
う
。
則
ち
恩
好
の
深
は
舊
し
。
我
が
高
祀
の
皇
業

を
肇
興
し
、
太
宗
の
遂
に
帝
載
を
荒
め
る
に
泊
び
、
文
教
は
八
方
に
施
さ
れ
武
功

は
七
徳
を
成
す
。
彼
或
い
は
變
故
あ
い
革
め
、
榮
號
、
迭
い
に
稱
し
、
終
に
よ
く

代
わ
り
て
口
口
口
口
、
邊
貢
を
修
め
、
こ
こ
に
朕
が
躬
に
逮
ん
で
結
び
て
父
子
と

為
る
。
寇
虐
を
し
て
な
さ
し
め
ず
、
弓
矢
を
し
て
羹
に
載
め
せ
し
む
。
爾
は
我
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

虞
れ
る
な
か
れ
、
我
は
爾
を
詐
る
な
し
。
邊
鄙
の
口
口
せ
ざ
る
は
君
に
こ
れ
頼
る

か
。
君
、
諱
は
闕
特
勤
、
骨
咄
祿
可
汗
の
次
子
に
し
て
今
の
芯
伽
可
汗
の
令
弟
な

り
。
孝
友
な
る
は
遠
方

に
聞
こ
え
、
威
口
は
口
俗
に
懾
れ
ら
る
。
こ
れ
、
あ
に
曽

祺
の
伊
地
米
施
匐
が
厚
徳
を
上
に
積
み
て
身
は
克
く
こ
れ
を
終
え
、
租
の
骨
咄
緑

頡
斤
が
深
仁
を
下
に
行

い
て
子
が
口
口
す
る
に
よ
ら
ん
や
。
然
ら
ず
ん
ば
何
を
以

て
こ
の
賢
を
生
む
や
。
故

に
よ
く
友
愛
に
承
順
し
規
略
を
輔
成
す
。
北
は
眩
雷
の

境
を
燮
め
、
西
は
處
月

の
郊
に
隣
す
。
擽
黎

の
口
口
を
尊
び
、
屠
耆
の
寵
任
を
受

け
、
以
て
我
が
有
唐
に
親
し
む
な
り
。
我

こ
こ
を
も

っ
て
爾
の
誠
續
を
嘉
す
。
大

い
に
恩
信
を
開
き
て
遙
か
に
騫
わ
ざ
る
こ
と
を
圖
る
。
促
景
に
わ
か
に
盡
き
、
永

言
し
て
悼
惜
し
、
朕
の
心
を
疚
ま
す
。
か
つ
特
勤
は
可
汗
の
弟
な
り
。
可
汗
な
お

朕
の
子
の
ご
と
き
も
の
な
り
。
父
子

の
義
す
で
に
敦
崇
に
あ
り
、
兄
弟
の
信
、
連

類
な
き
を
得
ん
か
。
と
も
に
子
愛
た
り
。
再
び
深
清
に
感
ず
。

こ
こ
を
も

っ
て
故

に
豐
碑
を
製
作
し
遐
壌
に
發
揮
す
。
千
古

の
下
を
し
て
、
休
光
、
臼
に
新
た
な
ら

し
め
ん
。
詞
に
曰
く
。
沙
塞
の
國
、
丁
零
の
郷
。
雄
武
、
鬱
ん
に
爾
の
先
王
よ
り

起
こ
る
。
爾
の
君
、
克
く
長
た
り
。
載
ち
殊
方
に
赫
か
す
。
爾
の
道
、
克
く
順
た

り
。
謀
り
て
我
が
唐
に
親
し
む
。
孰
か
謂
う
。
人
の
若
き
は
延
長

を
保
す

る
な

し
、
と
。
高
碑
は
山
立
し
、
裕
を
垂
れ
る
こ
と
疆
な
し
。

門注
釈
】

④
　
二
行
目

"
來
朝
甘
泉
願
保
光
祿
故
恩
好
之
深
舊

　
　

『
漢
書
』
巻
九
四

・
匈
奴
伝
に
は
、

　
　
呼
韓
邪
単
于
、
正
月
、
甘
泉
宮
に
お
い
て
天
子
に
朝
す
。
漢
、
寵
は
殊
礼
を

　
　
以
て
位
は
諸
侯
王
の
上
に
在
る
。　
(中
略
)
単
于
自
ら
請
う
ら
く
は
、
光
祿

　
　
塞
の
下
に
留
居
せ
ん
こ
と
を
願
う
。

　
　

　

と
あ
る
。
同
様
の
記
事

は

『漢
書
』
巻
八
の
宣
帝
紀
に
見
え
、
こ
れ
が
甘
露
三
年

正
月

の
出
来
事
と
わ
か
る
。
玄
宗
は
、

こ
の
故
事
か
ら
引
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
兄
の
郵
支
単
于
と
単
于
位
を
争

っ
て
破
れ
た
呼
韓
邪
は
、
こ
の
年
、
庇
護
を
求

330
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め
て
来
朝
し
、
甘
泉
宮
で
宣
帝
に
拝
謁
し
た
。
高
祖
以
来
、
匈
奴
と
は
長
ら
く
敵

対
関
係
に
あ

っ
た
漢
に
と

っ
て
単
于
自
ら
の
投
降
は
前
代
未
聞

の
事
件

で
あ

っ

た
。
宣
帝
は
臣
従
を
誓
う
呼
韓
邪
に
支
援
を
約
束
し
、
か
く
し
て
漢
の
後
援
を
得

た
呼
韓
邪
は
、
兄
を
追
い
払
い
単
独
の
匈
奴
単
于
と
し
て
返
り
咲
く
。
呼
韓
邪
お

よ
び
そ
の
後
継
者
た
ち
は
、
以
後
、
漢

へ
の
朝
貢
を
欠
か
さ
ず
行

っ
た
し
、
漢
も

公
主
を
与
え
る
な
ど
し
て
匈
奴

へ
の
懐
柔
策
を
繰
り
返
し
た
。
こ
う
し
て
漢
と
匈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

奴
の
間
に
和
平
の
時
期
が
続
く
。

　
呼
韓
邪
の
名
は
、
後
漢
以
降
も
中
華

と
匈
奴
を
結
び

つ
け
た
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

捉
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
玄
宗

も
、
開
元
六
年
、
は
じ
め
て
和
を
請
う
て

き
た
眦
伽
に
与
え
た
璽
書

の
中
で

「漢

に
呼
韓
邪
あ
り
。
こ
れ
卿
の
族
類
な
り
。

既
に
部
落
を
率
い
中
華
を
慕

い
て
来
り
、
終
に
寵
栄
を
保

つ
。
前
鑒
と
為
す
に
足

　
　
　
　

　

る
」
と
の
べ
、
呼
韓
邪
を
手
本
に
和
親

に
励
め
と
諭
し
て
い
る
。

　
玄
宗
は
闕
特
勤
碑
文
の
中
で
、
自
ら
を
宣
帝
に
眦
伽
を
呼
韓
邪
に
比
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
が
、
戦
う
こ
と
な
く
和
平

を
も
た
ら
し
た
宣
帝
と
中
華

の
蕃
蔽
と
な

っ
た
呼
韓
邪
を
比
較
の
対
象
に
選
ん
だ

こ
と
は
、
玄
宗
の
目
指
し
た
対
突
厥
政
策

を
さ
ぐ
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
を
与

え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

ω
　
四
行
目

"
逮
朕
躬
結
為
父
子

　
玄
宗
と
眦
伽
が
父
子
の
間
柄
に
な

っ
た
こ
と
は

『
旧
唐
書
』
突
厥
伝
に
、

　
　
開
元
九
年
、　

(
眦
伽
)
使
い
を
遣

わ
し
て
和
を
請
い
、
玄
宗
と
子
と
為
ら
ん

　
　
こ
と
を
乞
う
。
上
、
こ
れ
を
許
す
。

と
見
え
る
。
中
国
皇
帝
が
北
方
の
遊
牧
政
権
と
名
目
的
な
家
族
関
係
を
結
ん
だ
例

は
、
古
く
は
漢
の
高
祖
劉
邦
が
匈
奴
の
冒
頓
単
于
と
兄
弟
の
盟
約
を
交
わ
し
て
講

和
し
た
事
例
に
も
見
ら
れ
る
が
、
突
厥
第

一
可
汗
国
の
場
合
は
、
北
周
、
北
斉
、

隋
、
唐
の
各
王
朝
と
、

そ
の
時
々
の
力
関
係
に
基
づ

い
て
、

お

の
お

の
舅
婿
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

係
、
君
臣
関
係
を
結
ん
で
き
た
。
だ
が
、
父
子
関
係
と
い
う
形
態
は
ま
だ
見
ら
れ

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
くて
つ

　
唐
に
対
し
、
は
じ
め
て

「子
と
な
り
た
い
」
と
請
う
た
の
は
眦
伽
の
先
代
黙
啜

で
、
聖
暦
元
年
、
則
天
武
后
に
対
し
て
請
願
し
て
い
る
。
し
か
し
黙
啜
は
反
服
常

な
く
、
ほ
ど
な
く
唐
に
入
寇
、
敵
国
関
係
に
転
じ
て
い
る
。
眦
伽
は
黙
啜
の
先
例

に
倣

っ
て

「子
と
為
ら
ん
」
と
乞
う
た
わ
け
で
あ
る
が
、
玄
宗
と
眦
伽
の
聞
に
成

立
し
た
父
子
関
係
は
壊
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
玄
宗
は
碑
文
の
中
で
父
子
関
係

を
再
確
認
し

「父
と
し
て
我
が
子
闕
特
勤

の
た
め
に
碑
を
立
て
る
」
と
の
べ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

る
し
、
勅
書
の
中
で
眦
伽
に

「児
可
汗
」
と
呼
び
か
け
て
も
い
る
。
眦
伽
も
表
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

中
で
玄
宗
を

「
阿
爺
」
と
呼
び
親
し
み
、
自
ら

「児
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ネ
ル
　
テ
ング
リ

子
関
係
は
眦
伽
の
死
ま
で
つ
づ
き
、
彼

の
死
後
は
息
子
の
伊
然
や
登
利
に
引
き
継

が
れ
て
、
玄
宗
と
伊
然
、
玄
宗
と
登
利
は
、
そ
れ
ぞ
れ
父
子
関
係
を
結
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
血
縁
的
な
名
分
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
夷
狄
を
懐
柔
す
る
方
法
は
、

突
厥
が
滅
び
た
後
も
中
華
側
の
典
型
的
な
外
交
政
策
と
し
て
定
着
し
て
い
く
。
事

実
、
唐

は
安
史

の
乱

の
折
に
助
勢
し
て
も
ら

っ
た
関
係
を
機
に
廻
紜
と
兄
弟
関
係

を
結
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
し
、
五
代
の
諸
帝
は
契
丹

(
遼
)
か
ら
援
軍
を
借
り
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
に
、
兄
弟
、
父
子
と
い

っ
た
名
分
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
北
宋
が
遼
と
兄
弟
関

係
を
結
ん
だ
こ
と
も
有
名
で
あ
る
。
玄
宗
と
眦
伽
の
父
子
関
係
は
、
そ
の
後

の
中

華
と
北
方
遊
牧
民
族
を
含
む
周
辺
国
家
と
の
間
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
、
父
子
、
兄
弟
と
い
っ
た
血
縁
的
呼
称
に
基
づ
く
外
交
関
係
の

一
様
式
に
先
鞭

を

つ
け
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二
　
闕
特
勤
碑
文
に
見
ら
れ
る
唐
の
外
交
姿
勢

本
章
で
は
、
闕
特
勤
碑
文
建
碑
の
際
に
見
ら
れ
る
唐
側
の
外
交
姿
勢
に
つ
い
て
　

鐓



史 窓

考
察
を
加
え
る
。
ま
ず
最
初
に
、
玄
宗

に
と

っ
て
自
ら
撰
文
書
写
し
て
碑
を
立
て

る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味
を
持

っ
た
の
か
見
て
み
ょ
う
。

　
太
宗
が
王
羲
之

の
書
を
愛
し
て
自
ら
も
晋
祠
銘
、
温
泉
銘
を
書
い
た
こ
と
は
有

名
で
あ
る
が
、
高
宗
、
則
天
武
后
、
中
宗
、
睿
宗
も
、
み
な
書
を
よ
く
し
、
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

筆
を
と

っ
て
碑
を
書

い
て
い
る
。
書
を
尊
び
愛
好
す
る
気
風
の
中
で
育

っ
た
た
め

か
玄
宗
も
書
を
好
み
、
自
ら
書
写
し
た
碑
を
の
こ
し
て
い
る
が
、
陝
西
省
の
西
安

碑
林
に
あ
る

「
石
台
孝
経
」
と
山
東
省
泰
山
の
磨
崖
碑

「紀
泰
山
銘
」
は
特
に
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

名
で
、
現
在
で
も
書
道

の
手
本
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。　
『
寳
刻
叢
編
』
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

え
る
玄
宗
の
碑
刻
は
三
十
三
種
を
数
え
る
と
も

い
わ
れ
、
父
祖
を
は
る
か
に
凌
い

で
唐
の
諸
帝
の
中
で
も
最
多
を
記
録
し
て
い
る
。　
『
旧
唐
書
』
巻
八
の
玄
宗
紀
に

も

「
性
は
英
断
に
し
て
多
芸
、
尤
も
音
律
を
知
り
、
八
分
書
を
善
く
す
」
と
見
え

る
。
八
分
と
い
う
の
は
隷
書
体

の
一
種

で
、
石
台
孝
経
、
紀
泰
山
銘
、
闕
特
勤
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

文
も
八
分
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
玄
宗

は
行
書

の
碑
も
の
こ
し
て
い
る
が
、
隷
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

体
の
方
が
作
品
数
も
多
く
八
分
を
好
ん
で
書
い
た
。
闕
特
勤
碑
文
の
立
石
以
前
に

玄
宗
が
書
写
し
た
碑
も
多
く

(表

一
)
、
或
い
は
お
の
れ
の
偉
業
を
広
く
世
に
知

ら
し
め
る
た
め
、
或
い
は
姉
妹
や
功
臣

の
死
を
哀
惜
し
て
、
盛
ん
に
立
碑
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
ら
筆
を
と
る
こ
と
が
な
く
て
も
功
臣
の
た
め
に
詔
し
て
碑
を
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　⑲

さ
せ
る
こ
と
が
あ

っ
た
し
、
碑
額
だ
け
書
い
て
賜
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

　

玄
宗
が
芸
術
文
化
を
愛
好
し
、
詩
文
や
歌
舞
音
曲
に
傾
倒
し
た
こ
と
を
述
べ
た

逸
話
は
多
い
。
自
ら
作
曲
を
手
が
け
、

梨
園
で
楽
士
を
指
導
矯
正
し
、
孝
経
や
道

徳
経
に
も
自
ら
注
を
ほ
ど
こ
し
た
。
多
趣
味
な
上
に
何
で
も
自
分
で
や
ら
ぬ
と
気

が
す
ま
ぬ
性
分
ら
し
い
。
し
て
み
る
と
、
自
ら
撰
文
書
写
し
て
碑
を
立
て
る
と
い

う
行
為
は
、
自
己
顕
示
欲
の
強
い
玄
宗

に
と

っ
て
、
お
の
れ
の
存
在
を
誇
示
す
る

た
め
の
一
手
段
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
玄
宗
が
突
厥
に
御
製
御
書
碑
文
を
贈

っ

表1　 闕特勤碑文立石(開 元20年)以 前に立てられた玄宗の主な碑文

典出所場書 体撰文者 ・書写者碑 文 名建碑年

『金 』　72
、　P旧 』　183陝西省大茘縣隷 書張説撰 ・玄宗書王仁皎碑文開元7

『集 』6
、

『宝 』4 、

『旧 』98洛陽八 分蘇顛撰 ・玄宗書盧懐慎碑文開元8

『金 』75 、 『陝 』11陝西省蒲城縣橋陵隷 書蘇顛撰 ・玄宗書涼国長公主碑文

『金 』75 、 『宝 』10、

『陝 』11
、 『旧 』8

陝西省華陰西嶽廟八 分御製御書華雌名
開元12

『金 』75 、 『陝 』11陝西省蒲城縣橋陵八 分張説撰 ・玄宗書邸国長公主碑文開元13

『金d76;『 旧 』23山東省泰由八 分御製御書紀泰山銘開元14

『入 』53山西省浮山縣

龍角山の慶唐観
八 分御製御書慶唐観紀聖銘

『宝 』8 、 『旧 』103陝西省萬年縣
分 書

(八分か?)
張説撰 ・玄宗書王君契碑文

開元17

※略号:r宝 』e『寶刻叢編』,「金』一『金石萃編』,r八 』e『八磴室金石補正』,

　　　　r集』=『集古録目』,「 陝』講『陝西金石志』,　『旧』e『旧唐書』

3



唐玄宗 「御製御書」闕特勤碑文考

た
理
由
の

一
つ
は
、
多
分
に
彼

の
個
人
的
な
嗜
好
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
碑
文
愛
好
家

の
玄
宗
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
自
ら
書
い
た
碑
を

外
交
に
用
い
た
例
は
他
に
な
く
、
突
厥

に
対
し
て
彼
が
相
当
に
入
れ
込
ん
で
い
た

こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　

唐
が
突
厥
と
の
交
渉
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
実
際
に
現
地
に
派
遣
さ
れ

た
唐
側
の
二
人
の
使
者
で
あ
る
、
張
去
逸
と
呂
向
の
、
唐
王
朝
に
お
け
る
地
位
、

玄
宗
と
の
繋
が
り
の
深
さ
か
ら
も
窺
え

る
。

　

ま
ず

は
、
建
碑
も
含
め
た
外
交
上
の
統
括
責
任
者
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
た
張
去
逸

で
あ
る
が
、　
『
旧
唐
書
』
巻
五
二
の
張
皇
后
伝
に
よ
る
と
、
去
逸
の
母
竇
氏
が
玄

宗

の
母
昭
成
皇
后
の
妹
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
張
去
逸
は
玄
宗
の
母
方

の
い
と
こ
に
あ
た
る
。
昭
成
皇
后
は
玄
宗
が
幼
い
頃
、
則
天
武
后
に
誅
殺
さ
れ
る

が
、
こ
の
時
よ
る
べ
を
失

っ
た
玄
宗
の
養
育
に
当
た

っ
た
の
が
竇
氏
で
、
こ
れ
を

徳
と
し
た
玄
宗
は
竇
氏
の
息
子
達
を
引
き
立
て
、
去
逸
は
、
太
子
舎
人
、
金
吾
将

軍
、
太
僕
卿
、
銀
青
光
禄
大
夫
等
の
高
官
を
歴
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

　

ま
た
、
張
去
逸
の
墓
誌
銘
の
序
の
十
行
目
に
は

「
詔
し
て
匈
奴
に
使
い
す
る
者

を
択
ぶ
に
、
公
を
以
て
専
対
の
選
と
為
し
、

こ
の
行
に
膺
ら
し
む
」
と
見
え
、
去

逸
が

「匈
奴
」
す
な
わ
ち
突
厥
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
銘
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
づ

い
て

「終
に
克
く
皇
威
を
憚
揚
し
、
允
に
朝
寄
に
副
う
。
旋
り
て
賞
命
を
蒙
る
。

時
論
こ
れ
を
栄
と
す
」
と
あ
る
。
な
お
、
墓
誌
の
銘
文
に
は

「龍
城
の
勒
石
、
な

ん
ぞ
燕
然
に
慙
じ
ん
」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
龍
城
は
匈
奴
単
于
の
本
拠
で
、
単
于

が
天
を
祀

っ
た
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
突
厥
可
汗
の
本
拠
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、

龍
城
の
勒
石
と
は
玄
宗
の
闕
特
勤
碑
文

の
こ
と
で
あ
る
。
燕
然
は
燕
然
山
銘
を
指

す
。
こ
れ
は
、燕
然
山
で
北
匈
奴
の
軍
勢
を
撃
破
し
た
後
漢
の
車
騎
将
軍
竇
憲
が
、

漢
の
威
徳
を
紀
す
た
め
に
班
固
に
命
じ
て
つ
く
ら
せ
た
碑
銘
で

『文
選
』
に
全
文

　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
闕
特
勤
碑
文
は
、
か
つ
て
燕
然
山
に
立
て
ら
れ
た
と
い
う
後

漢
の
戦
勝
記
念
碑
に
も
恥
じ
ぬ
立
派
な
碑
文
だ
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
呂
向
で
あ
る
が
、　

『新
唐
書
』
巻

二
〇

二
・
呂
向
伝
に
よ
る
と
、
呂
向
は

草
隷
の
書
に
工
み
で
古
今
の
典
籍
に
通
じ
、
開
元
十
年
、
召
さ
れ
て
翰
林
院
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
、
集
賢
院
校
理
を
兼
ね
、
太
子
諸
王
の
侍
讀
も
務
め
た
と
あ
る
。
呂
延
済
、
劉

良
、
張
銑
、
李
周
翰
と
と
も
に

『
文
選
』
に
注
も
ほ
ど
こ
し
て
お
り

(
い
わ
ゆ
る

五
臣
注
)、
呂
向
が
当
代
有
数
の
文
人
官
僚
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
記
事
は
、　

「帝
、
自
ら
文
を
為
り
、
石
を
西
嶽
に
勒
す
。

向
に
詔
し
て
鐫
勒
使
と
為
す
」
で
あ
る
。
西
嶽
は
五
嶽
の

一
つ
華
山
で
あ
り

『
旧

唐
書
』
の
玄
宗
紀
に
も

「開
元
十
二
年
冬
十

一
月
庚
申
、
東
都
に
幸
す
。
華
陰
に

至
り
て
、
上
、
岳
廟
の
文
を
制
す
。

こ
れ
を
石
に
勒
し
、
祠
の
南
の
道
周
に
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

る
」
と
見
え
る
。

こ
れ
が

「華
山
銘
」
で
あ
る
。
鐫
勒
と
い
う
名
称
か
ら
推
察
す

る
と
、
呂
向
は
刻
石
と
立
碑

の
監
督
者
に
任
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
呂
向
の
名
は

「
慶
唐
観
紀
聖
銘
」
の
碑
陰

に
も
見

え
、　
「
臣
呂
向
、
勅
を
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

じ
、
陰
な
ら
び
に
建
碑
年
月
日
を
題
す
」
と
あ
る
。
こ
の
時
の
呂
向
の
官
職
名
は

「建
造
摸
勒
龍
角
山
紀
聖
碑
使
」
で
、
摸
勒

(
玄
宗
の
文
字
を
真
似
て
碑
石
に
彫

っ
た
の
で
あ
ろ
う
)
し
た
龍
角
山
慶
唐
観
紀
聖
碑
の
建
碑
を
命
じ
ら
れ
た
。　
　

・

　

つ
ま
り
、
呂
向
は
突
厥
に
派
遣
さ
れ
る
以
前
に
、
す
で
に
玄
宗
の
御
製
御
書
碑

文
の
勒
石
建
碑
に
二
度
も
携
わ

っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
呂
向
は
草
書
と
隷
書
に

た
く
み
で
、

連
綿
書
と
い
う
独
特

の
書
体
も
創
始
し
て

い
る
。

自
ら
も

「述
聖

ゆ頌
」
と
い
う
碑
を
の
こ
し
て
お
り
、
書
と
碑
刻
に
対
す
る
造
詣
は
か
な
り
深
か

っ

た
。
名
文
家
の
張
説
や
蘇
顛
が
玄
宗

の
碑

の
撰
文
を
任
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
能

書
家
だ

っ
た
呂
向
は
玄
宗
の
碑
の
刻
石
を
専
門
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
呂
向
伝
に
よ
る
と
、
呂
向
は
遊
興
に
耽
溺
す
る
玄
宗
を
風
刺
す
る
詩
文
を
詠
ん
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史 窓

で
注
目
さ
れ
、

左
拾
遺
、

左
補
闕
に
抜
擢
さ
れ
た
と
あ
る
。

ま
た
、

開
元
十
三

年
、
玄
宗
が
、
封
禅
に
扈
従
し
て
い
た
突
厥
の
大
臣
阿
史
徳
頡
利
発
を
衛
兵
隊
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

加
え
た
い
と
言
い
出
し
た
お
り
、
玄
宗
を
強
諌
し
、
こ
れ
を
止
め
さ
せ
て
い
る
。

詩
文
と
書
法
に
す
ぐ
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
気
骨
の
あ
る
人

物

だ

っ
た
よ
う

だ
。

　
剛
毅
な
気
性
と

「華
山
銘
」　
「慶
唐
観
紀
聖
銘
」
を
見
事
に
完
成
さ
せ
た
実
績

を
見
込
ま
れ
て
玄
宗
に
突
厥
行
き
を
命
じ
ら
れ
、
現
地
で
闕
特
勤
碑
文
の
建
碑
を

監
督
指
導
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
唐
で
は
皇
帝
自
ら
が
筆
を
ふ
る
っ
て
碑
を
書
き
、
現
地
に
派

遣
さ
れ
た
使
者
も
、
実
務

レ
ベ
ル
で
の
統
括
責
任
者
は
皇
帝

の
い
と

こ
で
大
臣
級

の
要
人
、
建
碑
の
監
督
者
は
博
識
な
文
人
で
碑
刻
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ

る
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
突
厥
と
の
外
交
交
渉
に
対
し
て
、
唐
が
国
家
を
挙
げ
て

力
を
注
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

唐
と
突
厥
の
外
交
関
係
の
推
移
と
そ
の
背
景

　
　

ー

西
域
を
め
ぐ
る
唐

・
吐
蕃
の
抗
争
ー

　
本
章
で
は
碑
文
が

つ
く
ら
れ
た
当
時

の
東
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
の
情
勢
を
考

察
し
た
い
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
従
来
あ
ま
り
関
連
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と

の
な

か

っ
た
、
唐
、
突
厥
、
吐
蕃
の
三
国
の
関
係
を
中
心
に
す
え
、
年
代
を
お

っ
て
三

国
の
動
向
と
外
交
関
係
の
推
移
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
東
突
厥
が
唐
に
滅
ぼ
さ
れ
た
の
は
貞
観
四

(
六
三
〇
)
年

の
こ
と
で
あ
る
。
国

滅
び
て
後

の
突
厥
人
は
、
単
于
都
護
府
と
安
北
都
護
府
に
属
し
て
唐

の
体
制

の
中

に
組
み
込
ま
れ
た
者
も
い
た
し
、
将
軍
や
傭
兵
と
し
て
唐
に
仕
え
唐

の
遠
征
軍
に

従

っ
て
朝
鮮
半
島
や
西
域
で
戦

っ
た
者
も
い
た
し
、
唐

の
西
域
経
営
に
携
わ

っ
た

者
も
い
た
。
突
厥
人
そ
れ
ぞ
れ
が
唐
の
統
治
下
で
生
き
る
道
を
模
索
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
滅
亡
し
て
か
ら
半
世
紀
程
も
た

っ
た
六
七
九
年
を
境
に
、
単
于
都

護
府
の
管
轄
下
に
い
た
突
厥
人
が
組
織
だ

っ
た
叛
乱
を
繰
り
返
し
起

こ
す
よ
う
に

　
　

⑳

な

っ
た
。
何
故
、
半
世
紀
程
も
経
て
は
じ
め
て
突
厥
遺
民
が
叛
乱
を
起
こ
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
叛
乱
の
背
景
を
さ
ぐ
る
た
め
、
西
域
に
目
を
転
じ
て
み
る
こ
と
に
す

る
。

　
西
域
は
東
西
交
易
の
要
で
あ
り
、
莫
大
な
富
が
も
た
ら
さ
れ
る
た
め
、
経
済
的

見
地
か
ら
も
非
常
に
重
要
性
が
高
く
、
唐
は
王
朝
史
上
初
の
都
護
府
で
あ
る
安
西

都
護
府
を
西
州
高
昌
城
に
置
く

(
六
四
〇
)
な
ど
し
て
積
極
的
に
西
域
支
配
に
乗

り
出
し
て
い
た
。
六
四
八
年
に
は
都
護
府
を
亀
茲
に
前
進
さ
せ
、
そ
の
後
六
五

一

　
　
　
　
　
　
　

ア　
シ　
ナ　
ガ　
ロ

年
か
ら
数
年
間
、
阿
史
那
賀
魯
の
叛
乱

(
西
突
厥
復
興
運
動
)

の
た
め
都
護
府
は

一
時
西
州
に
戻
さ
れ
た
も
の
の
、
六
五
八
年
に
は
叛
乱
を
鎮
圧
し
、
タ
リ
ム
盆
地

全
域
を
制
圧
し
た
。
そ
れ
と
前
後
し
て
再
び
都
護
府
を
亀
茲
に
前
進
さ
せ
、
安
西

四
鎮

(
亀
茲

・
于
闖

・
疏
勒

・
碎
葉
)
も
都
護
府
の
管
轄
下
に
置
く
こ
と
で
支
配

体
制
の
強
化
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
七
世
紀
後
半
に
入
る
と
吐
蕃
の
勢
力
が

こ
の
地
域
に
ま
で
急
速
に
浸

透
し
、
六
七
〇
年
に
は
亀
茲
を
陥
落
さ
せ
て
安
西
都
護
府
を
奪

っ
て
し
ま

っ
た
。

こ
の
た
め
唐
は
安
西
四
鎮
を
廃
止
せ
ざ
る
を
え
ず
、
オ
ア
シ
ス
諸
都
市
を
含
む
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

域
は
、

一
時
、
吐
蕃
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
吐
蕃
に
よ
る
安
西
都
護
府
の
陥
落
と
い
う
事
実
は
、
経
済
上

の
打

撃

に
加

え

て
、
唐
の
威
信
を
甚
だ
し
く
傷

つ
け
、
そ
の
支
配
力
に
も
限
り
が
あ
る
こ
と
を
露

呈
し
て
し
ま

っ
た
。
ま
た
、
唐
の
注
意
が
西
方

に
向
い
た
た
め
に
北
の
守
り
が
手

薄
に
な

っ
た
こ
と
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
突
厥
遺
民
の
独
立
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の
気

運

を

高

め

る
原

動

力

に

な

っ
た

の

で
あ

ろ
う
。

六

七

九
年

、

そ

し

て

六

八
〇

年

の

二
度

に
わ

た

っ
て
突

厥

遺

民

に

ょ

る

叛
乱

が

勃

発

し

て

い

る
。

こ

の
叛
乱

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア　
シ　
ナ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク
ト
ゥ
ル

ニ
度

と

も

唐

に
鎮

圧

さ

れ

て

し

ま

っ
た

が
、

六

八

二
年

に
決

起

し

た

阿

史

那

骨

咄

ク禄
は
唐
の
攻
撃
を
は
ね
か
え
し
、
翌
年

に
は
単
于
都
護
府
を
襲

っ
て
指
揮
官
を
殺

害
、
さ
ら
に
六
八
六
年
か
ら
六
八
七
年

に
か
け
て
鉄
勒
諸
部
を
打
ち
破

っ
て
モ
ン

ゴ
ル
高
原
に
本
拠
を
移
し
、
故
国
の
再
興
を
成
就
し
た
。

　
突
厥
を
復
興
し
た
骨
咄
禄
の
生
涯
は
唐
に
対
す
る
独
立
戦
争
に
明
け
暮
れ
、
毎

年
の
よ
う
に
入
寇
し
た
。
そ
の
た
め
彼

の
時
代
、
唐
に
対
す
る
朝
貢
も
な
さ
れ
て

い
な
い
。
骨
咄
禄
の
後
を
継
い
だ
弟
の
黙
啜
も
、

一
時
は
唐
に
朝
貢
し
、
和
を
請

う
て
冊
立
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
唐
と
の
直
接
対
決
と
い
う
基
本
戦
略
は
継

続
さ
れ
て
、
再
三
入
寇
し
て
は
唐
を
悩

ま
せ
た
。

　
だ
が
、
開
元
四

(
七

一
六
)
年
に
即
位
し
た
眦
伽
は
父
や
叔
父
と
は
異
な
り
、

治
世
の
間
、

一
度
し
か
入
寇
し
て
い
な
い
。
し
か
も
そ
の

一
度
き
り
の
入
寇
も
、

開
元
八

(
七
二
〇
)
年
に
唐
が
、
契
丹
、
奚
、
抜
悉
密
と
共
謀
し
て
東
西
か
ら
突

厥
を
挟
撃
し
よ
う
と
企
て
た
の
に
対
し
て
、
眦
伽
が
や
む
な
く
甘
州
と
涼
州
を
襲

撃
し
た
に
す
ぎ
ず
、
侵
攻
の
た
め
の
攻
撃
と
い
う
よ
り
も
防
衛
の
た
め
の
反
撃
と

い
っ
て
よ
か

っ
た
。
再
び
こ
の
ま
う
な
事
態
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
眦
伽
は
、
翌

九
年
、
玄
宗
に
向
か

っ
て

「子
」
と
な
り
た
い
旨
、
公
主
を
賜
り
た
い
旨
を
申
し

出

(
子
に
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
た
が
公
主
の
降
嫁
は
許
さ
れ
な

か

っ
た
)
、
以

後
は
連
年
欠
か
さ
ず
朝
貢
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
。

　
骨
咄
禄
と
黙
啜
の
時
代
の
突
厥
は
、

独
立
し
て
間
も
な
い
と
い
う
時
期
的
な
理

由
も
あ

っ
て
唐
と
は
戦
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
三
代

目
の
眦
伽
の
時
代
に
な
る
と
、
以
下
の
二
つ
の
理
由
で
安
定
し
た
政
権
の
確
立
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

課
題
に
な

っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表2　 唐 ・突厥 ・吐蕃の外交 と抗争

年代

630

640

658頃

s70

679・680

682

692

710

716

721

727

728

731

732

734

突 厥
東突厥が唐に滅ぼされる

吐蕃(西 域攻勢を中心に)

唐、西州に安西都護府を創設(唐 王朝初の都護府)

唐、安西都護府を亀茲に前進させ、安西四鎮(亀 茲 ・于闃 ・疏勒 ・碎葉)域経営を強化 も設置して西

唐に対する叛乱が二度勃発、二度とも鎮圧
される

阿史那骨咄禄が叛旗を翻し、突厥を再興

吐蕃が安西都護府を奪い、安西四鎮を廃止
に追い込む

吐蕃 による西域支配(67◎ ～692)

唐が吐蕃に大攻勢をかけ、疏勒以外のオア
シス諸都市を奪回する

唐、金城公主を吐蕃に降嫁させる

唐が、吐蕃と突厥の中間地点の涼州に河西節度使を創設

眦伽可汗即位(～734)

眦伽、唐に和親を申し出、玄宗の 「子」となる

眦伽、吐蕃の密書を唐に献上

闕特勤、死去

玄宗の 「御製御書」になる闕特勤碑文が建
てられる

眦伽に公主の降嫁が許可される。眦伽、毒
殺される

吐蕃が瓜州を襲撃
唐、疏勒を吐蕃の手から奪回
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史 窓

　
突
厥
は
部
族
連
合
と
い
う
政
体
を
と

っ
て
い
る
た
め
、
概
し
て
政
権
は
不
安
定

に
な
り
が
ち
で
あ

っ
た
。
事
実
、
闕
特
勤
碑
文
の
突
厥
銘
文
に
も
、
眦
伽
兄
弟
が

諸
族
と
の
間
で
毎
年

の
よ
う
に
戦
闘
を
行

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
眦
伽
が

主
導
権
を
確
保
す
る
こ
と
に
難
渋
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
唐
を
手
こ
ず
ら
せ

た
黙
啜
も
抜
曳
固
の
奇
襲
を
受
け
て
呆
気
な
く
殺
害
さ
れ
て
し
ま

っ
た
し
、
眦
伽

自
身
も
即
位
す
る
と
き
弟

の
武
力
ク
ー
デ
タ
ー
で
政
権
を
奪
取
し
、
反
対
派
の
粛

清
を
断
行
し
て
い
る
。
強
力
な
リ
f
ダ

…
が
い
な
く
な
る
と
、
す
ぐ
に
崩
れ
て
し

ま
う
脆
さ
を
突
厥
は
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

い
ま

一
つ
の
懸
念
は
対
外
問
題
で
あ

っ
た
。
六
九
二
年
、
唐
は
大
攻
勢
を
か
け

て
吐
蕃
の
手
中
に
あ

っ
た
オ
ア
シ
ス
諸
都
市
の
解
放
に
着
手
し
て
い
る
し
、
七

一

〇
年

に
は
吐
蕃
に
金
城
公
主
を
降
嫁
さ
せ
て
、
長
ら
く
敵
対
関
係
に
あ

っ
た
吐
蕃

と
も
和
親
し
て
い
る
。
和
戦
を
巧
み
に
使
い
分
け
て
西
域
問
題

を
処

理

し
た
唐

が
、
突
厥
に
対
し
て
本
格
的
に
攻
勢
を
か
け
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
、
眦

伽
は
危
惧
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
国
内
問
題
と
外
交
問
題
。

二
つ
の
難
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
眦
伽
は
唐
と
和

親
す
る
こ
と
を
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
も
、
開
元
十
三

(
七
二
五
)
年
に

は
ま
だ

「
四
夷
の
中
で
突
厥
が
大
な
り
」
と
称
さ
れ
て
唐
側
か
ら
は
問
題
視
さ
れ

　
　

の

て
い
る
。
開
元
十
二
年

に
眦
伽
が
再
度
懇
願
し
た
公
主
の
降
嫁
も
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。
眦
伽
は
開
元
九
年
に
玄
宗
と
父
子
関
係
を
結
ん
だ
も
の
の
、
開
元
十
三
年

の
時
点
で
は
ま
だ
真
意
の
は
か
り
が
た

い
存
在
と
し
て
唐
に
警
戒
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
後
も
眦
伽
の
朝
貢
は
続
く
が
、
唐
と
突
厥
と
の
外
交
上
、
決
定

的
な
出
来
事
が
開
元
十
五

(
七
二
七
)
年

に
起
こ
っ
た
。

『
旧
唐
書
』
突
厥
伝
に

は
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
開
元
十
五
年
、
小
殺

(ー1
眦
伽
)
、
そ
の
大
臣
梅
録
啜
を
し
て
来
朝
せ
し
め
、

　
　
名
馬
三
十
匹
を
献
ず
。
時
に
吐
蕃
、
小
殺
に
書
を
与
え
、
ま
さ
に
議
し
て
時

　
　
を
同
じ
く
し
て
入
寇
せ
ん
こ
と
を
計
る
。
小
殺
、
拜
せ
て
そ
の
書
を
献
ず
。

　
　
上
、
そ
の
誠
を
嘉
し
、
梅
録
啜
を
引
き
て
紫
宸
殿
に
お
い
て
宴
し
、
厚
く
賞

　
　
賚
を
加
え
る
。
よ

っ
て
朔
方
軍
の
西
受
降
城
を
互
市
の
所
と
為
す
こ
と
を
許

　
　
す
。
毎
年
、
繚
帛
数
十
万
匹
を
齎
し
、
辺
に
就
き
て
こ
れ
を
遣
わ
す
。

　
当
時
の
吐
蕃
は
金
城
公
主
を
娶
り
、
唐
と
は
舅
甥
の
間
柄
に
な

っ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
通
婚
に
ょ
る
和
親
政
策
は
裏
目
に
出
て
い
た
。
吐
蕃
は
公
主
の
化
粧
料

で
あ
る
河
西
九
曲
を
足
掛
か
り
に
西
域
を
狙
い
、
侵
攻
を
さ
ら
に
激
化
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
敵
国
の
礼
を
と

っ
て
国
書

の
言
辞
は
す
こ
ぶ
る
傲
慢
で
、

こ
れ
に
激
怒
し
た
玄
宗
は
吐
蕃

へ
の
親
征
を
考
え
た
こ
と
す
ら
あ

っ
た
。
そ
し
て

開
元
十
五
年
の
九
月
、
吐
蕃
は
瓜
州
に
矛
先
を
向
け
た
の
で
あ
る
が
、
瓜
州
攻
撃

に
あ
た

っ
て
眦
伽
に
密
書
を
送
り
、
と
も
に
瓜
州
を
攻
め
よ
う
と
誘
い
を
持
ち
か

け
た
の
で
あ
る
。
だ
が
眦
伽
は
応
じ
ず
、
吐
蕃
は
単
独
で
瓜
州
攻
略
に
挑
む
こ
と

に
な

っ
た
。
そ
れ
で
も
吐
蕃
の
攻
撃
は
凄
ま
じ
く
、
瓜
州
の
刺
史
ら
を
捕
ら
え
、

城
中
の
軍
資
や
兵
糧
も
掠
め
、
瓜
州
城
も
破
壊
し
て
の
け
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ

っ
た
た
め
に
、
吐
蕃
の
密
書
を
献
上
し
た
眦
伽
の
従
順

な
態
度
は
玄
宗
を
い
た
く
悦
ば
せ
た
。
褒
美
と
し
て
眦
伽
に
互
市
も
許
可
し
て
い

る
。
十
六
年
に
入

っ
て
か
ら
も
引
き
続
き
唐
と
吐
蕃
の
間
で
激
し
い
攻
防
戦
が
続

け
ら
れ
た
が
、
眦
伽
が
吐
蕃
に
呼
応
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
西
域
の
支
配
権
を
め
ぐ

っ
て
激
し
い
戦
闘
を
繰
り
広
げ
る
唐
と

吐
蕃

に
と

っ

て
、
新
た
に
登
場
し
た
第
三
勢
力
突
厥
の
動
向
は
気
が
か
り
だ

っ
た
に
ち
が
い
な

い
。
例
え
ば
、
開
元
六

(
七

一
八
)
年
に
来
朝
し
た
吐
蕃
の
使
節
は
玄
宗
に
対
し

「唐
は
、
吐
蕃
が
突
厥
の
骨
咄
禄
と
親
し
む
こ
と
を
疑

っ
て
お
い
で
で
す
が
、
唐

と
吐
蕃
は
昔
か
ら
親
善
の
使
者
を
交
換
し
あ
い
、
互
い
に
舅
甥
と
呼
び
あ

っ
て
き
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ま
し
た
。
唐
と
吐
蕃
の
関
係
が
初
め
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
吐
蕃
が
突
厥
と
通
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
L
と
上
書
し
て
い
る
。

こ
の
言
葉
か
ら
、
唐
が
突
厥
を
第

三
勢
力
と
し
て
意
識
し
て
い
た
こ
と
、
吐
蕃
が
唐
の
態
度
次
第
で
突
厥
と
結
ぶ
可

能
性
も
あ
り
う
る
と
脅
し
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

突
厥

は

こ
の
よ
う

に
、
唐
と
吐
蕃
の
間
で
駆
け
引
き
の
材
料
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
眦
伽
が
吐
蕃
か
ら
の
密
書
を
唐
に
献
上
す
る
と
い
う
思
い
切

っ
た
手
段
に
訴
え

た
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
、
唐
と
吐
蕃

の
対
立
を
最
も
効
果
的
に
利
用
し
て
、
自

国
を
唐
に
高
く
売
り
込
も
う
と
す
る
意
図
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
唐

の
目
が
西

方
に
釘
付
け
に
な

っ
た
隙
に
父
が
独
立

し
た
よ
う
に
、
西
域
経
営
に
苦
心
し
て
い

る
唐

の
弱
点
を
見
越
し
て
、
唐
と
の
間

に
堅
固
な
親
善
外
交
を
築
こ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

　

一
方

の
唐
は
、
吐
蕃
と
突
厥
が
連
合
す
れ
ば
両
面
作
戦
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
く

な
る
と
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。
七

一
〇
年
、
涼
州
に
最
初
の
節
度
使
で
も
あ
る
河

西
節
度
使
を
創
設
し
た
の
も
、
東
西
交
易
路
を
守
護
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
吐
蕃

と
突
厥
の
中
間
地
点
で
あ
る
涼
州
に
軍
事
拠
点
を
築
く
こ
と
で
両
者
の
連
繋
を
遮

断
す
る
意
味
も
あ

っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
三
国
聞
の
水
面
下
で
の
緊
張
関
係
が
続
く
中
、
眦
伽
の
方
か
ら
和

親
を
求
め
、
玄
宗
の

「子
」
と
な
り
た
い
と
申
し
出
て
き
た
上
に
吐
蕃
の
密
書
ま

で
差
し
出
し
て
き
た
。
最
初
は
突
厥
を
警
戒
し
て
い
た
唐
も
、
眦
伽
の
至
誠
を
知

る
に
及
び
、
突
厥
と
は
和
親
政
策
で
の
ぞ
ん
だ
方
が
有
利
と
判
断
し
た
に
ち
が
い

な
い
。
そ
し
て
、
突
厥
に
親
唐
政
権
を

つ
く

っ
て
吐
蕃
を
牽
制
し
、
唐
は
西
方
問

題
に
専
念
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
玄
宗
は
、
開
元
九
年
二
月
に
眦
伽
に
与
え
た
璽
書
の
中
で

「唐
が
突
厥
の
羊
馬

を
買
い
、
突
厥
が
唐
の
繚
帛
を
受
け
れ
ば
、
両
国
は
と
も
に
豊
か
さ
を
享
受
で
き

　
　
　
　
　
　

⑳

よ
う
L
と
の
べ
て
、
唐
と
突
厥
が
共
存
し
平
和
的
に
交
易
す
る
こ
と
の
有
益
性
を

認
識
し
は
じ
め
て
お
り
、
開
元
十
五
年

の
互
市
の
許
可
で
突
厥

へ
の
懐
柔
策
を
実

行
に
移
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
唐
と
の
絹
馬
交
易
は
、
も
は
や
入
寇
す
る
必

要
が
な
い
ほ
ど
に
豊
か
な
富
を
突
厥
に
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
西
域
の
支
配
権
を
固
持
し
東
西
交
易
路
を
平
和
に
保
ち
た
い
と
考
え
る
唐
と
、

安
定
し
た
政
権
の
維
持
を
望
む
突
厥
、
双
方
の
利
害
が

一
致
し
て
、
両
国
は
結
び

あ
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
奇
し
く
も
北
に
親
唐
政
権
を
打
ち
立
て
る
こ
と
に
成
功
し
た

玄
宗
に
と

っ
て
、
突
厥
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、
親
唐
政
権
の
存
続
と
北
辺
地

域
の
安
定
化
の
両
方

の
意
味
で
重
要
に
な

っ
て
く
る
。
闕
特
勤
は
復
興
突
厥
随

一

の
功
労
者

・
実
力
者
で
あ
り
、
眦
伽
が
最
も
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
愛
弟
で
あ
る
。

特
勤
の
葬
儀
に
参
列
し
、
特
勤
を
讃
え
る
碑
文
や
祠
廟
の
建
立
に
も
積
極
的
に
協

力
し
て
哀
悼
の
意
を
表
明
す
る
こ
と
は
、
眦
伽
の
親
唐
感
情
を
高
め
、
か
つ
唐
と

の
強
い
結
び
つ
き
を
全
面
に
出
す
こ
と
は
他
の
部
族

へ
の
牽
制
と
な
り
、
眦
伽
政

権
の
強
化
、
ひ
い
て
は
北
方
清
勢

の
安
定
化
に
繋
が
る
。

　
眦
伽
の
忠
誠
心
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
玄
宗
自
ら
筆
を
ふ
る
っ
て
碑

文
を
つ
く

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
強
ま

っ
た
唐
と
突
厥
の
絆
を
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

り
い
っ
そ
う
強
固
な
も
の

に
す

る

た
め

に
玄
宗
は
公
主
の
降
嫁
も
試
み
る
。
だ

が
、
闕
特
勤
碑
文
の
建
碑
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
で
行
わ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
公
主

の
降
嫁
は
、
肝
心
の
眦
伽
が
毒
殺
さ
れ
て
し
ま

っ
た
た
め
に
実
現
を
見
る
こ
と
は

な
か

っ
た
。
眦
伽
の
後
を
継
い
だ
の
は
息
子
の
伊
然
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
短
命

に
終
わ
り
、
伊
然
の
幼
弟
登
利
が
つ
い
で
可
汗
位
に
就
く
。
玄
宗
は
眦
伽
の
時
と

同
じ
よ
う
に
登
利
と
父
子
関
係
を
結
ん
だ
う
え
に
、
さ
ら
に
冊
立
も
し
て
、
い

っ
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そ
う
の
支
援
を
重
ね
た
が
、
幼
い
登
利

は
王
族
同
士
の
間
に
起
こ

っ
た
内
訌
の
さ

な
か
殺
害
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
可
汗
の
廃
立
が
続
き
、
国
内
が
末
期
的
な
混
乱
状

態
に
陥
る
中
、
諸
部
族
は
相
次
い
で
背

反
し
て
ゆ
き
、
天
宝
三
載

(
七
四
四
)

の

廻
紜
の
自
立
と
あ
い
前
後
し
て
、
突
厥

は
つ
い
に
滅
亡
し
て
し
ま
う
。

む

す

び

　
お
よ
そ
人
は
自
分
の
名
を
歴
史
に
刻
も
う
と
す
る
。
ま
し
て
、
国
を
築
き
、
覇

を
唱
え
た
王
と
も
な
れ
ば
、
お
の
れ
の
生
き
ざ
ま
を
記
し
た
い
と
望
む
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
元
来
、
記
録
を

の
こ
す
習
慣
を
持
た
な
い
遊
牧
罠
族
に
お

い
て
は
、
伝
承
と
い
う
不
確
か
な
方
法

で
子
孫
に
伝
え
る
か
、
中
国
側
の
記
録
に

頼
る
こ
と
で
し
か
、
自
分
達
が
生
き
た
あ
か
し
を
叙
述
す
る
手
段
は
な
か

っ
た
。

そ
の
意
味
で
碑
文
を
書
く
と
い
う
行
為

は
彼
ら
遊
牧
民
に
と

っ
て
特
別
の
意
義
を

持

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
眦
伽
可
汗
は
、
唐
と
の
結
び
つ
き
に
よ

っ
て
安
定
し
た
政
権
が
確
立
し
、
子
孫

何
代
に
も
わ
た

っ
て
突
厥
が
続
く
こ
と
を
願

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
構
想
は

数
十
年
で
つ
い
え
る
。
だ
が
、
眦
伽
が
唐
と
の
繋
が
り
の
中
で
建
碑
す
る
に
至

っ

た
闕
特
勤
碑
文
は
、
完
成
度
の
高
い
歴
史
記
述
と
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
大
地
に
の

　
　
　
　
⑮

こ
さ
れ
た
。
眦
伽
の
王
国
は
国
家
と
し
て
は
長
く
は
の
こ
ら
な
か

っ
た
が
、
彼
の

名
と
彼
の
民
族
の
歴
史
は
、
碑
文
に
刻
ま
れ
た
彼
の
民
族
の
文
字
を
通
し
て
、
突

厥
民
族
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
後
世
に
伝
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

註①

白
鳥
庫
吉

「突
厥
闕
特
勤
碑
銘
考
」

(『白
鳥
庫
吉
全
集
隔
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、

　

一
九
七
〇
年
)、
小
野
川
秀
美

「突
厥
碑
文
訳
註
」　
(『満
蒙
史
論
叢
』
四
、
一
九
四
三

　
年
、
三
二
八
頁
に

『和
林
金
石
録
』
と
京
都
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
蔵
の
拓
本
に

　
依
拠

し
た
漢
文
面

の
転
写
が
載

っ
て
い
る
)
、

竹
中
愛
語

「
唐
玄
宗

「御
製
御
書
」
碑
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3

　
文

の
刻
字
」
　
(
『
史
窓
』
四
七
号

、

一
九
九
〇
年
)

な
ど
。

②

『
史
記
』
巻

二

〇

・
匈
奴

伝
に

「
匈
奴
、
そ
の
先
祖

は
夏
后
氏
の
苗
裔
な
り
」
と

　
あ

る
。
白
鳥
前
掲
論
文
三
三
頁
。

③

「
爾
無
我
虞
我
無
爾
詐
」
。

こ
の
表
現

は

『
春
秋
左
茂
伝
』
宣
公
の
十
五
年

に

「
宋
、

　
楚
が
平
ぐ
に
及
び
、
華
元
、
質

と
為

る
。
盟

に
曰
く
、
我

は
爾
を
詐
る
な
か
れ
、
爾
は

　
我
を
虞
れ
る
な
か
れ
」
と
見
え
る
。

い
わ
ば
、
宋

と
楚

の
間

に
取
り
交

わ
さ
れ
た
和
平

　

の
盟
約

で
あ
る
。
　

「我
無
爾
詐
」
と

「
爾
無
我
虞
」
が
逆

に
な

っ
て
は

い
る
が
、
玄
宗

　

は
こ
の
盟
を
利
用

し
て
和
平

の
誓

い
と
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

④

白
鳥
前
掲
論
文
三

四
頁
。

⑤

こ
の
状
態

は
、
漢
王
朝

が
王
葬

に
簒
奪
さ
れ
る
ま
で
六
十
年
ほ
ど

つ
づ
く
。

⑥

呼
韓

邪

の
孫

臼
逐
王
比
は
単

于
位

を
巡

る
内
紛

に
巻
き
込
ま
れ
た
時

、
祖
父

の
称
号

　

を
襲
名
し
て
呼
韓
邪
単
子
を
名

の
り
、
後
漢

の
光
武
帝

に
向

か

っ
て

「漢

の
蕃
蔽
と
な

　

っ
て
北
虜
を
抒
禦

い
た
し
た

い
」
と
言
上
し
、
助
力

を
乞
う

た
。

一
方

、
こ
れ
を
受
け

　

た
光
武
帝
も
宣
帝

の
故
事

に
倣

っ
て
比

の
願

い
を
聞
き
入
れ
、
比
を
支
援

し
て
南
単
于

　

に
立

て
た

(
『
後
漢
書
』
巻

一
九

・
耿
国
伝
、
巻

八
九

・
南
匈
奴
伝
、　
『
資

治

通

艦
』

　
巻

四
四

・
漢
紀

三
六

・
建
武

二
十
四
年

の
条

に
よ
る
)
。

⑦

『
冊
府
元
亀
』
巻
九

八
〇

・
外
臣
部
通
好
。

⑧

護
雅
夫

「突
厥
と
隋
唐
両
王
朝
」

『
古
代

ト
ル
コ
民
族
史
研
究
1
』

山
川
出
版
社
、

　

一
九

六
七
年
。

⑨

『
曲
江
集
』
巻

六

「
勅
突
厥
瑟
伽
可
汗
書
」
。

⑩

『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
九

・
外
臣
部
和
親

に
、

　
　
開
元
三
十

二
年

四
月
、
突
厥
、
使

い
を
遣
わ
し
て
来
朝

せ
し
め
、
婚

を
謝
す

る
。
表

　
　

し
て
日
く

(中
略
)
皇
帝
は
即

ち
こ
れ
阿
助
な
り
、
卑

下
は
こ
れ
児

な
り
。

　

と
あ

る
。
三
十
二
は
二
十

こ
の
、
阿
助

は
阿
爺

の
誤
り
。
護
前
掲
論
文
二
〇

二
頁
。

⑪

李
克
用

は
契
丹
の
耶
律
阿
保
機

と
兄
弟
関
係
を
結
ん
で
援
軍
を
請
う
た
。
又

、
遼

の

　

太
宗

は
石
敬
塘
と
父
子
関
係
を
結
ん
で
建
国

に
加
勢

、
敬
礪
を
晋
皇
帝

に
冊
立

し
た
。

⑫

『
中
国
書
道
全
集
』
第
三
巻

隋

・
唐

1

(
平
凡
社
、

一
九

八
六
年
)
、
『
書
道
金
石

　

学
』
書
学
大
系

・
研
究
篇

五

(
同
朋
舎

、

一
九
八
九
年
)
、
『
ヴ

ィ
ジ

ュ
ア

ル
書
芸
術
全

　
集
』
第

六
巻
隋
唐

(
雄
山
閣
、

一
九
九
三
年
)
な
ど
。

⑬

『
唐

玄
宗

石
台
孝
経

上

・
中

・
下
』

(
二
玄
社

、

一
九

七

三
年
)
、

『
中
国
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書
道
全
集
』
第

四
巻
　
唐

耳

・
五
代

(
平
凡
社
、

一
九
八
七
年
)
な
ど
。

⑭

『唐

玄
宗

石
台
孝
経

上
』

一
二
五
頁
。
な
お
、
同
書

に
よ
れ
ば
玄
宗

に
次

い

　

で
多
く
碑
文
を

の
こ
し
て
い
る
の
は
高
宗

で
、
そ

の
数
は
八
種
と

い
う
。

⑮

こ
の
三

つ
の
碑
文
の
刻
字
を
比
較
検
討

し
た
の
が
竹
中

の
前
掲
論
文
。

⑯

玄
宗
が
行
書

で
書

い
た
碑

に
、
金
仙
長
公

主
碑
文
、
裴
光
庭
碑
文
な
ど
が
あ
る
。

⑰

『唐

玄
宗

石
台
孝
経

上
』

に
よ
れ
ば

『
寶
刻
叢
編
』

に
見
え
る
玄
宗

の
碑
文

　

三
十
三
種

の
う

ち
、
十
五
種
が
八
分
書
、
七
種
が
行
書
、
他

は
書
体
不
明
と

い
う
。

⑱

郭
知
運
碑
文
、
張
守
珪
碑
文
な
ど
。

⑲

嵩
岳
少
林
寺
碑
文

(
太
宗

の
御
製
御
書
)
、
贈
丹
州
刺
史
先
府
君

神

道

碑

(
張
説
が

　

亡
父
の
た
め

に
建
碑
)
、
開
元
寺
碑
文
な
ど
に
自
ら
書

い
た
碑
額

を
賜

っ
て
い
る
。

⑳

　
　『
隋
唐

五
代
墓
誌

涯
編
』
陝
西
巻
第

一
冊

(
天
津
古
籍

出
版
社

、

一
九
九

一
年
)
所

　
収

「故
銀
青
光
禄

大
夫
太
僕
卿
上
柱
国
張
府
君
墓
誌
銘
井
序
」
。

⑳

『
文
選
』
巻

五
六

「燕
然
山
を
封
ず

る
銘
」
。

⑫

　
　
『新
唐
壷
目』
巻
六

・
粛
古
不
個縄
。

⑬

　

　『金

石
萃
編
』
巻
七
五
の

「
華
山
銘
残
字
」

に
よ
る
と
、
西
嶽
廟

に
立
て
ら
れ
た
こ

　

の
碑

は
黄
巣

の
乱

の
折

に
破
壊
さ
れ
て
、　

「駕
如
陽
孕
」

の
四
文
字

の
み
が
わ
ず

か
に

　
残

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

⑳
　
　『
山
右
石
刻
叢
編
』
巻

六

「
慶
唐
観
紀

聖
銘
碑
陰
」
。

⑳

　
　『
金
石
萃
編
』
巻

七
五

「
述
聖
頌
」
。
呂
向

は
、
玄
宗

の
華
山

銘
を
頌
え
る

た

め

に

　

こ
の
碑
を
西
嶽
廟

に
建

て
た
と

い
う
。
　
『
中
国
書
道
全
集
』
第

四
巻
に
は
述

聖
頌

の
拓

　
本
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
正
書
体

で
書

写
さ
れ

た
呂
向

の
書

を
見

る
こ
と
が

で
き

る
。

⑳

　
　『新
唐
書
』
呂
向
伝
、　
『
旧
唐
書
』
突
厥
伝
。

⑳

　
　『
旧
唐
書
』
突
厥
伝
に
は
、　

「
永
徽
年
間

(
六
五
〇
～
六
五
五
)

に
な

っ
て
か
ら
、

　

ほ
ぼ
三
十
年
間
、
北
方

に
異
変
は
な
か

っ
た
。
調
露
元
年

(
六
七
九
)
に
な

っ
て
は
じ

　

め
て
単
于
都
護
府
管
内

で
突
厥

の
首
領
阿
史
徳
温
伝
と
奉
職

と
の
二
部
が
そ
ろ

っ
て
叛

　
乱

を
起

こ
し
、
泥
孰
匐
を
立

て
て
可
汗

と
し
た
。

二
十
四
州
が
み
な
そ
れ
に
呼
応

し
て

　
背

い
た
」
と
あ
る

(
山

田
信
夫
訳
注

「
突
厥
伝
」
　
『
騎
馬
民
族
史

2
ー

正
史
北
狄
伝
』

　
平
凡
社
、

一
九
七
二
年
、

一
一
五
頁
参
照
)
。
唐
側

に
突
厥
遺
民
を
怒
ら
せ
る

よ

う

な

　

目
立

っ
た
失
策

は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
が

、
仮

に
あ

っ
た
と
し
て
も
、

二
十
四
州

に

　

ま
で
波
及
す
る
程
の
叛
乱
が
勃
発
す
る
事
態

に
な

っ
た
背
景

に
は
、
本
文
で
述

べ
た
よ

　

う
な
要
因
が
あ

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

鐙

　
嶋
崎
昌

、遊
牧
国
家
の
中
央

ア
ジ
ア
支

配
と
中
国
王
朝

」　
(
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』

　

六
、
岩
波
書
店
、

一
九
七

一
年
)
、

佐

藤

長

『
古
代

チ
ベ

ッ
ト
史
研
究

・
上
』
　
(
東
洋

　

史
研
究
会
、

一
九
五
八
年
)
。

⑳

林
俊
雄

「
掠
奪

・
農
耕

・
交
易
か
ら
観

た
遊

牧

国

家

の
発

展
-
突
厥
の
場
合
l
」

　

(
『
東
洋
史
研
究
』

四
四
ー

一
、

一
九
八
五
年
)
。

⑳

　
　『
旧
唐
書
』
突
厥
伝

に
よ
る
と
、
砒
伽
も
即
位
当
初
の
熱
意

に
燃
え
て

い
た
こ
ろ
、

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ソ
ユク
ク

　
唐

へ
の
入
寇
を
企
て
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、
謀

主
の
暾
欲
谷
が

「唐

の
皇
帝
は

　

勇
武

の
人

で
、
唐
は
豊
年

で
も
あ
り
、

つ
け
い
る
隙
が
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
動
く

べ
き

　

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
れ

に
我
が
国
の
民

は
ま
だ
新

し
く
集

ま

っ
た
ば
か
り
。
疲
弊
し

　

て
お
り
気
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
数
年

は
休
息
し
て
力

を

つ
け
、
唐

に
何

か
異
変
が

　

あ

っ
た
と
き
は
じ
め
て
行
動
を
起

こ
す

ぺ
き

で
す
」

と
い

っ
て
諌
め
た
の
で
入
寇
を
断

　
念

し
た

(
山
田
訳
注

の

「
突
厥
伝
」

一
二
九
頁
を
参

照
)
。

⑳

　

『
資
治
通
艦
』
巻

二

=

一
・
唐
紀

二
八

・
開
元
十
三
年
夏

四
月

の
条

に
見

え
る
、
突

　

厥
対
策
を
論
じ
る
張
説
と
裴
光
庭

の
会
話
。

⑫
　
　
『
新
唐
書
』
巻

二

一
六

・
吐
蕃
伝
に

「
疑
與
突
厥
骨
咄
禄
善
者
舊
與

通
聘
即

日
舅
甥

　
如
初

不
與
交
矣

」
と
あ

る

(
佐
藤
長
訳
注

「畦
蕃
伝
」　

『騎
馬
民
族
史
3
』
平
凡
社
、

　

一
九
七
三
年
、

一
=
二
四
頁
参
照
)
。

な
お

『
冊
府
元
亀
』
巻
九

八

一
・
外
臣
部
盟
誓

に

　

よ
る
と
、

こ
の
上
書
が
な
さ
れ
た

の
は
開

元
六
年
十

一
月
の
こ
と

で
あ

っ
た
。

⑬

　
　『
資
治
通
艦
』
巻

一
=

二

・
唐
紀

二
八

・
開
元
九
年

一
一
月

丙

戌

の
条
。　

『
冊
府
元

　
亀
』
巻
九
八
〇

・
外
臣
部
通
好
。

⑭

　
　『
新
唐
書
』
巻

二

一
五

・
突
厥
伝
、　
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
九

・
外
臣
部
和
親
。

⑳

　
闕
特
勤
碑
文
の
立
碑
以
前

に
も
、
突
厥

で
は
ブ
グ
ト
碑
文

(
ソ
グ
ド
文
字

で
記
さ
れ

　

て
い
る
)
や

ト
ン
ユ
ク
ク
碑
文
と

い

っ
た
碑
文
が
書

か

れ

て

い

る
が

、
完
成
度

の
高

　

さ
、
規
模

の
大
き
さ

、
建
碑
年
代
の
確

か
さ
、
歴
史
的

な
意
味
あ

い
等

と
い

っ
た
様

々

　

な
点

か
ら
見
て
、
眦
伽

の
書

い
た
闕
特
勤
碑
文
が
突
厥
碑
文
群

の
中
で
最
も
重
要

か
つ

　
代
表
的
な
碑
で
あ

る
と

い
え
る
。

〔附
記
〕　
本
稿
作
成
に
際
し
て
、
狩
野
直
禎
先
生
、
並
び
に
東
京
工
業
大
学
理
学
部
の

菅
沼
秀
夫
助
教
授
に
御
教
示
賜
り
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
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